
























































































































































































































































































































































アジヤ社会学者レプレγγ ャー コー スi乙出席して 399 
いが，しかし何時までもこのような援助に依存できるものでもない。しか
し，国際社会学会（ ISA）の7'5ヤ支部ができれば，この問題には一つ
の救いになるであろう。既述のようにこれは，ピエJレス教授も期待してい
た所であるが，現実には幾分かこの可能性もあるようであり，日本側の努
力いかんでは近い将来に実現できるかも知れない。また長期的にみれば，
その設立は必然であり，われわれの研究にその日に備える考慮があっても
よいであろう。
言語の問題に移ると，確かに将来は現地語を駆使した研究にまで高める
べきであるが，現在余り多くを期待する余り，全然研究を放棄してしま
ったのでは，将来に高度の研究の生れる地盤が永久に形成されないて、あろ
う。学問とは世代を重ねた集団的努力であってみれば，不備を覚悟の上で先
づ踏台を作っておく必要があるeその踏台の上に次代の研究者が更に高度
の研究を展開する乙とを期待しなければならないロとはいえ，現在でも英
語だけの知識で相当の成果を挙げられる固もないではないし，また少くと
も現地における協力者を得ることも十分に可能であって，これで言語の問
題は相当にカバーできる筈である。その上でまだハンディキャップが残る
場合でも，解釈の枠組として優れたものを構成することによって十分成果
を挙げることができる。そのよい例が，アイゼンシュタァトが最近意欲的
に発表Lている低開発園の近代化に関する論文である。またアロヤ研究に
おける解釈の枠組という点では，日本は一つの利点を持つようにも見える。
インドでのいろいろの見聞を重ねるうち，筆者は何度か日本の近い過去を
ふり返っているような感じを懐いた。勿論，日本と他の7'5ヤ諸国には異
質な函が少くない。同一圏内で言語，宗教，人種を異にする複合社会の問
題，過剰都市化（overurbanization）と呼ばれる日本とは別種の都市問題，
植民地統治の影響などは，日本が近代化に当って経験しなかったものであ
る。しかし日本は急速な近代化を迫られたために，所謂政行的近代化を強
いられ，それに苦しんできたが， 7'5ヤ諸国もまた現在同様な過程をたど
りつつあり，そのため筆者は現在見聞する現象の将来が大体予想できるよ
400 
うに感じたことも多かった。ドbば，歴史的に近距離にあるのであり，こ
のような近い過去の経験を背景にして研究を行えば，かなり示唆の多い成
果を挙げることができるのではなかろうか。
次に，日本の研究にどのように役立つかという問いに対しては，そのよ
うな研究の動機を乗り越えるべきだと容えたい。欧米とだけでな心アヲ
ヤの他の固とも比軟することは，日本の研究自体に主っても役立つ面が少
くないと思うものであるが，それは結果的な効用であり，研究を始める場
合の動機とし℃は，日本との関連という意識をλ類との関連とドう意識に
切り変えるζとが必要であろう。これは筆者がレフレッシヤーコースlC出
席：して得た反省でもあった。
最後に， 7，~ヤの研究は単K欧米のインタレストに奉仕するにナぎない
のTではな引かという疑問にふれ品と，筆者色その点は否定し得ないように
思う。然L問題f:t，動機が何であるにしろ欧米でア廿ヤの研究が盛んであ
り，日本では非常に乏｛しいたぬlC,7Pヤ諸国の研究者はいやでも応でも
研究の助力を欧米に求めざるを得ないことである。こ札は狭い国家意識に
基いて云ってドるのではない。若し彼等が欧米の研究者の助力にすっかり
満足しているなら，そしてそれを無理にこちちべひき寄せようとするなら
偏狭と云われても止むを得ないであろう。しかじ実際は，彼等l:t，欧米の
学者に止むを得ず助力を求めながらも，常に満たされない点を感じている
のであり，そこから同じ7·~ヤにある日本に対する期待が生れでいる。筆
者は実際にそのような言葉を他の国の出席者から何度か聞かされたのであ
るが，その期待の強さに驚いただけに協力に当って欧米の研究者に欠けて
いる点までとちらに備える所がない場合に与える失望も大きいと懸念して
いるのだ、ある。
1以土，まだ者たtらずの内に枚数ぼか！り費：した上，終りh きてー 大分声高な
表現になったことをお詫びLなけむばならなL、一。浅学にもかかわらず7P
ヤ各国の若．い社会学者主親しく獲する機会fl筆者に与えられたので，モこ
で得だ所感を是非ほほかの木市とも分ち会L、たドと思ったのであるが，筆者
アクア社会学者レプレッシャーコースi乙出席して 401 
の非才のために充分意を尽せなかったようである。国際基督教大学の諸先
生，ユネスコ園内委員会担当者の方々の御配慮によって小生にとの機会の
与えられたことを感謝している。
